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本論文は、日本植物学会第81回大会（2017年9月, 東京理科大学野田キャンパス）で開催されたシンポジウム「カロテノイ

ド：その多様性と普遍性が切り拓く新展開」において、加藤翔太博士研究員が発表した内容をもとにまとめた総説です。本総

説では、進化的にユニークな位置づけにあるユーグレナにおけるカロテノイド合成遺伝子の特徴や、ユーグレナのもつカロテ

ノイド分子組成や含有量が環境に応答して変化することなどを紹介し、光ストレス応答とカロテノイド機能との関係を

解説しています。

本研究の一部は科学研究費補助金(基盤研究C)の支援を受けました。

本論文はオープンアクセスなので、下記のサイトで閲覧可能です。

http://bsj.or.jp/jpn/general/BSJ-review-9B%2072-79.pdf
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